
火傷にご注意ください。使用中、使用直後は器具 (特にバーナーヘッドやゴトク)
が大変熱くなっています。 ヤケド注意

バーナーを市販の風防、天ぷらガードや石など
で絶対に囲まないでください。排熱が滞留し、
ガスカートリッジが加熱され爆発する危険があ
ります。
また、接続部やホースに使用されているゴム部
品を破損しガス漏れを引き起こす恐れがあり
ます。

市販のセラミック製品や鉄板、焼き網な
どをシングルバーナーに絶対に使用し
ない。
輻射熱が下方向にも放出し、ホースが加
熱され爆発する恐れがあります。また、
ダッチオーブンやスモーカー(燻製器)
にも使用しないでください。

直径120ｍｍのゴトクを170ｍｍまで延長するゴトク

1. 組み立てる前に、必ず器具栓部のバルブ受けやOリング等の箇所にゴミ、ホコリ、砂等が付着していないことを確認し
てください。ある場合は取り除いてください。
2. 長時間ホースを曲げて保管していた場合は、ご使用時に曲げのクセをとるように、よく馴染ませてから使用してください。
3. 重なっている4枚のゴトク/脚部のうち3枚(B、C、D)を下図のようにロックされるところ(B’、C’、D’の位置)まで広げます。
　収納するときは3枚のゴトク/脚部を、ホース側に集めてください。

1. 容器(ガスカートリッジ)のキャップを取り外します。
　※取り外したキャップは保管の際に必要ですので捨てないでください。
2. 器具栓つまみを右(マイナス方向/時計の回転方向)に回し、完全に閉じていることを確認してください。
3. 容器先端バルブが、こんろのバルブ受けに入るように正しくセットしねじ込みます。この時、無理にねじ込まず容器
を回して自然に止まるよりややきつめ程度にねじ込んでください。また、容器は斜めにしないで必ず正立の状態で
器具を取り付けてください。
4. 容器の装着が完了したら、必ず器具と容器が水平になる場所に設置してご使用ください。
5. 容器を接続した時に、本体のゴトクが全て接地し安定していることを確認してからご使用ください。

回転して収納可能な4枚ゴトク兼用脚部

①バーナーヘッド

①バーナーヘッド

□器具 ( ストーブ ) の使用方法
■器具 ( ストーブ ) の組み立て
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□アフターサービス
●お買い求め頂きました製品は万全を期しておりますが、万一不備な点がございましたらお買い求めになった販売店
もしくは下記までご連絡ください。
●この製品には生産物賠償責任保険がついています。ただし、他社製のガスカー卜リッジを使用した場合、再充填され
たガス力一卜リッジを使用して発生した事故につきましては保証対象外となります。
●製品の部品保有期間は、製造を終了した時点から5年間となります。
●この製品は付属品を含め、改良のために予告無く仕様を変更することがあります。
●製品に添付されている製造番号が記載されている「銘板プレート」は正規品であり適合性検査を合格していること
を証明するものですので、取り外したり捨てたりしないでください。「銘板プレート」のない製品は当社ではアフ
ターサービスを提供できませんのでご注意ください。

□経年劣化について
●本製品の器具栓内部にはOリング以外にもゴム部品が使われています。ゴム部品は使用の頻度に関わらず、年月と
ともに劣化していきます。製品製造後、10 年を目安に買い替えをご検討くださいますようお願い申し上げます。

□連絡先
イワタ二・プリムス株式会社
東京本社　〒104-0032　東京都中央区八丁堀 4-12-20　TEL:03-3555-5605　FAX :03-3555-5674
ホームページ：www.iwatani-primus.co.jp
イワタ二・プリムスお問合せ窓口： otoiawase@iwatani-primus.co.jp

原産国：日本

22-08

●使用中は大量の酸素を消費しますので、換気には十分ご注意ください。
　一酸化炭素中毒や酸欠による窒息死の危険があります。
●点火の際は、バーナーを上からのぞき込まないでください。
　顔に火傷を負う危険があります。
●点火の際は、必ず安定した地面等に置いて行ってください。

●ホースはご使用の度に特によく点検してください。金属(ステンレス)被膜が破けたときや、ホースが直角に折れ曲がっ
てしまうような場合はガス漏れの危険がありますので使用を中止し、修理を依頼してください。

市販のセラミック製品や鉄板、網などをシング
ルバーナーに使用しないでください。また、ダッ
チオーブンやスモーカー(燻製器)にも使用しな
いください。9.3×10.0×4.0cm

本体 192g

φ120ｍｍ/最大φ170ｍｍ 　　　 セラミック製品、鉄板、網な
どの調理器具やダッチオーブン、ス
モーカーは輻射熱が多く、熱が滞留
しやすくなります。バーナーで使用
されますと、輻射熱が直接ガスカー
トリッジ(直結型)やホース(分離型)
に当たって加熱され、内部の圧力が
上昇し、爆発することがあります。
また、熱によって器具を焼損させる
ことがあります。
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